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報告書作成に向けた安心生活創造事業推進検討会における地域特性と課題の構造化 

都市化 過疎化 

単身化 

共同化 

○孤立 ⇒ 孤立死の発生・増加、所在不明高齢者問題 

○買い物支援 ⇒ 景気低迷による店舗の撤退と買い物支援 

○見守りシステムの確立 
○地域福祉コーディネーターの確保 
○地域の自主財源の確保 

○個人情報の共有化 ⇒見守り機能 

○新たな担い手の確保 

○権利擁護⇒認知症高齢者・知的障害者等の増加と契約支援 

地
域
活
性
化 

集合住宅・旧ニュータウン型 

都市コミュニティ再生型 小規模高齢化集落（限界集落）型 

小規模高齢化集落（限界集落）型 

◎共通した方法論⇒総合相談体制の確立、地域福祉計画の策定 

地
域
活
性
化 



安心生活創造事業成果報告書のまとめ方（案） 

１．はじめに（問題提起・課題の可視化） 

○孤立     ○単身化    ○見守り  
○買物支援  ○権利擁護     
○個人情報  ○地域人材確保 

○安心生活創造事業創設のねらい・経緯・目的 
・公的サービスの限界・制度の谷間の問題   
・善意の支えあいの限界 等 
○推進検討会設置の経緯・目的 

２．安心生活創造事業の概要 
 
○安心生活創造事業の３原則と考え方 
  ・もれない把握 
  ・もれない体制づくり 
  ・地域の自主財源づくり 
 

○地域福祉推進市町村の取組みにお 
   けるポイント 
 

○事業の成果 
・もれない把握システム確立 
・新しい公共の観点（見守り協
定や連携） 
・総合相談窓口開始自治体増 
・地域の自主財源づくりに取組
む自治体が増加 
○課題 
○期待される効果 

４．安心生活創造事業を実 
 施する中で見えてきたこと 

○モデル提示 
 

○本事業を評
価し、必要な
事項について
全国に発信し、
全国展開につ
なげる。 

５．提言・提案 
～地域福祉実践モデル～ 

○推進市町村の中から
原 則ごと等で成功事例
を抽出・紹介。 
 
○地域特性、総合相談
等課題を対応させた事
例の記載。 

３．地域福祉推進市町村 
 の成功事例 

６．おわりに 
～継続的な支援～ 

○地域主権 
 

○総合相談
体制の確立 
 

○地域福祉 
計画の策定 
 

○残された
課題 
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